領域の専門知識と保育構想をつなげる授業内容の検討 : 領域及び保育内容の指導法に関する科目（人間関係）の授業実践から by 小林 美沙子 & Misako KOBAYASHI





Examination of the Contents of the Class that Connects the Specialized 
Knowledge of the Area and the Childcare Plan: 
Class Practice for Subjects Related to the Teaching Method of the Area 
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（３）教材研究・模擬保育の振り返り、ポートフォリオの作成（第 15 回の授業） 
 教材研究・模擬保育の振り返りは、発表資料の作成と連動して行った。発表
タイトル 内容 対象年齢
1 目指せ東京オリンピック サーキット 5歳児，9月
2 ビリビリバラバラペッタンコ ちぎり絵でオニづくり 3歳児，1月
3 みんなでなろうよ！島根はませ カルタ 5歳児，6月
4 目指せ‼カルタ名人 カルタ 5歳児，1月





7 目指せ！コマ名人 コマづくり 4歳児，1月
8 おいでよ、私たちのたべものやさん お店屋さんごっこ 5歳児，11月








   
図４：活動を振り返りながら資料の作成をする学生  








   
図５：発表をする学生  










































































構成と工夫 4 点から考察する。  
① 授業配列：学生は、「知識→実践（保育構想）」となる科目配列とすることで、
知識と実践を結びつけて学ぼうとする姿が見られたと考えられる。特に、



























と結びついたのではないかと考えられる（3-3） -②④）。  
④ ICT の活用：教材研究の様子を資料として作成する際に写真を活用するこ
とで、自分自身の活動が可視化され、振り返りが促されたと考えられる。
学生は、普段から写真を撮るという作業に親しんでいるが、それを人に伝
える媒体であるポートフォリオとして作成することに難しさを感じている
場面もあった。しかし、写真を通して子どもの様子をより捉えたいと感じ
たり、パソコン操作が苦手でも頑張ろうとする姿が見られたりした（3‐3）
-⑤）。保育者を目指す学生の中には、 ICT の活用が苦手な学生もいるが、
授業の中で保育実践とのつながりを感じ、無理なく取り組める教材の工夫
が必要であると考えられる。  
 
５．おわりに 
 本稿では、領域の専門知識と実践力を一体的に学ぶことができる授業内容に
ついて実践事例をもとに検討してきた。その中で、学生の視点に立った主体的・
対話的な活動を生む授業構成と教材の工夫が重要であった。特に、専門知識の
獲得を促す授業内容については、保育実践との関連をどのように生み出すのか
が課題である。さらに、専門知識から保育構想（保育案の作成、実践、振り返
り）への学びは、学生の学習状況や他の科目や授業との連携も必要である。短
期大学 2 年間の学びの中でどのようなカリキュラム構成によって学生を育て
ていくのか、検討することも必要である。これについては今後の課題としたい。 
 
注  
１）「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学び合い、
高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～」（中教審答申）では、
①教員として不易とされる資質能力、②新たな課題に対応できる力、③組
織的・協働的に諸問題を解決する力、とされている。  
２）ワークシートは、開仁志（2008）「これで安心！保育指導案の書き方」北
大路書房，を参考に筆者が作成した。  
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